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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は，大切な人の死後に関する日本人の多様な心象を一元的に把握する
ための尺度（死後世界観尺度）を開発し，各因子と遺族の認知・行動との関連，および死後世界観の機能を明ら
かにすることであった。隣接領域や関連する文献の精査，実験，遺族を対象とする調査などから以下のことが明
らかになった。
　第一に，死後世界観は「霊魂の存続と共生」，「良き他界」，「生まれ変わり」など5因子構造が確認され
た。第二に，5因子のうち，霊魂の存続についての心象，すなわち霊魂観念が，供養の頻度・手厚さを規定して
いること，遺体や遺骨の保全的態度などと関連していた。第三に，死後世界観は，遺族の喪失感と関わってい
た。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to develop a scale (the Afterlife Belief 
Scale) to centrally capture the mental images of Japanese regarding the afterlife of their loved 
ones, and to clarify the relationship between each factor and the cognition and behavior of bereaved
 families, as well as the function of the afterlife belief. Reviews of related fields and 
literature, experiments, and surveys of bereaved families led to the following findings.
  First, a five-factor structure was confirmed for the afterlife, including "survival and 
coexistence of the spirit," "good afterlife," and "reincarnation. Second, among the five factors, 
the mental image of the survival of the spirit was related to the frequency and generosity of 
memorial services and attitudes toward the preservation of the body and remains. Third, the view of 
the afterlife was related to the bereaved's sense of loss.

研究分野：社会心理学，死生学，宗教心理学，被害者学

キーワード： 霊魂観念　他界観　二人称の死　死別　遺族　解剖　臓器提供　戦没者遺骨
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現代の人びとは霊魂観念を受容しなくなって久しい，と指摘されてきた（山折, 2011）。あるいは，自覚され
ない心象であるために，調査などでは抽出不可能だと指摘されてきた（波平，2004）。日本人の文化的背景に合
致した死後世界観尺度をはじめて開発した本研究は，霊魂観念や死後世界観を調査を用いて測定することは，少
なくとも大切な人と死別した遺族の場合，十分可能であることを明らかにした。その上で，遺族が抱く大切な人
の死後世界観は，遺体・遺骨への敬意や愛着を共通して説明しうる認知基盤となっていること，解剖や臓器提供
をめぐる名状しがたい嫌悪の背後に霊魂観念が存在することなどをはじめて実証的に明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 日本人の死後世界観――人は死んだ後どうなるのか，についての心象――をめぐる従来の心

理学研究には，以下の特徴がみられる。第一に，国外研究が主体であり，国内ではほとんど検討

されていない。国外の先行研究は，キリスト教を主とする創唱宗教，かつ一神教を前提とした死

後世界観を焦点としている（Ghayas & Batool, 2017; Osarchuk & Tatz, 1973など）。宗教的背

景が異なる日本人に，これらの知見を適用することはできない（【宗教適合性の欠如】）。第二に，

国内で行われている検討の多くは，死後世界観の一部を扱うにとどまっている（朝日新聞, 2010; 

統計数理研究所, 1958, 2008, 2013など）。たとえば，新聞社などが行う世論調査では，死後の世

界や魂の有無などを単独項目で尋ねるにとどまり，多岐にわたる死後世界観を包括的に捉える

には至っていない（【包括性の欠如】）。第三に，第二の点と関連して，隣接領域の知見が考慮さ

れていない。死後世界は元来，きわめて学際的なテーマであり，宗教学，歴史学，考古学，民俗

学，人類学には膨大な研究蓄積がある（川村, 2015; 岸本, 1973; 波平, 1990など）。しかし，日

本人の死後世界観研究では，こうした人文社会学の知見が参照・考慮されることが少ない（【網

羅性の欠如】）。第四に，サンプルの多くが看護学生や大学生などに限定されており，結果を日本

人全般に一般化することが難しい（【一般性の欠如】）。最後に，「誰の死か」が不明瞭なことであ

る（Murphy-Morgan et al., 2019など）。自己の死，大切な人の死，第三者の死という 3区分の

うち，どの立場をとるのか明瞭にした研究は限定的である（「死の人称の不明瞭さ」）。 

 

２．研究の目的 

 本研究はまず，日本人にみられる独自の死後世界観を，隣接領域の知見もふまえて幅広く構造

化することをめざした（目的１）。死の人称については，もっとも真摯な死後世界観が立ち上が

ると予測される「大切な人の死」に着目し，また対象者を一般の人びととすることで結果の一般

性を確保した。つまり，日本人の宗教的土壌に合致する，包括的かつ網羅的な死後世界観の尺度

を，一般人を対象に，また死の人称を明確にした上で開発・標準化することをめざした。 

 そのうえで，死後世界観が日本人の死をめぐる多様な習慣や制度の維持に関わっているとい

う仮定のもと，これらを実証的に明らかにすることをめざした（目的 2）。具体的には，墓参り

やお供えといった日常的な死者儀礼の手厚さ・頻度，大切な故人の解剖および臓器提供に対する

抵抗感，ないし，それらに対する意味づけ，また戦没者遺骨の収容に対する態度などと，死後世

界観各因子との関連を検討した。 

 さらに，大切な人との死別に際して，死後世界観がどのような機能を果たしているのかを明ら

かにすることをめざした（目的 3）。とりわけ，早世・夭折した故人に対する補償としての役割

や，現世では是正されなかった不公正や悪事を正す場所，すなわち社会秩序や勧善懲悪の実現を

可能にする場所として死後世界が機能しているかどうか，などを検討した。 

 

３．研究の方法 

 第一段階では，関連する隣接領域から，死後世界観，遺体観，死生観，脳死，解剖，戦没者と

遺族，死者儀礼，臨死体験，生まれ変わり，お迎え体験，国内外の葬送史，国内の土葬から火葬

への変遷などを扱った文献を，学術書・論文，当事者の手記，ルポタージュの別を問わず精読し

た。これらのうち，現代の人びとも内在化していると推察された主たる内容を日本人の死後世界

観尺度に反映させるとともに，上記した仮説を精緻化した。第二段階では，死後世界観尺度の開



発・標準化（目的 1），および各種態度との関連を検討する（目的 2）ためのオンライン調査を行

った。第三段階では，死後世界観の下位概念が果たす機能を検討するため，シナリオ実験および

社会調査を行った。 

 

４．研究成果 

信頼性と妥当性を備えた死後世界観尺度の開発・標準化（目的 1）：日本人の死後世界観を明ら

かにするため，大切な人と死別した経験のある人（遺族）を対象とするオンライン調査を行い，

「霊魂の存続と共生」，「良き他界」，「生まれ変わり」，「大きな存在への統合」，「記憶・記録」の

5因子構造を見いだした。いずれの因子得点も正の相関関係にあったことから，故人は多様な空

間に併存すること，つまり遍在性をもつことが確認された。各因子得点では性差および年齢差が

みられた。これらは国内外の先行研究（Feigelman et al., 2018;Ghayas & Batool, 2017; 金

児, 1990 など）と一致する結果であった。 

死後世界観・各因子と死者儀礼・遺体保全への態度との関係（目的 2）：上記した「霊魂の存続と

共生」のうち，霊魂の存続にかかわる心象（霊魂観念）が，死者儀礼の頻度や手厚さを規定して

いることが確認された。両変数は，「故人が死者儀礼（墓参やお供えなど）を必要としている」

という認知を媒介していた。この媒介プロセスは信仰の有無にかかわらず見いだされた。つまり，

お供えや墓参などの死者儀礼は，故人の霊魂の安寧を気遣う遺族の心象に規定されており，現代

でもなお形骸化した慣習などではないことが示された。 

 また，死後世界観の各因子と，遺体損壊に対する遺族の態度との関連を検討した結果，遺体損

壊（解剖および臓器提供）に否定的な遺族に特徴的な死後世界観として，「霊魂の存続と共生」

が，逆に，臓器提供に意味を見いだす遺族に特徴的な死後世界観として，「大きな存在への統合」

と「記憶・記録」が見いだされた。すなわち，故人の霊魂の存続をイメージする遺族ほど，解剖

と臓器提供がもつネガティブな側面に目を向けやすいこと，反対に，故人は記憶や記録に生きる

とみなす現代的な死後世界観を有する遺族，あるいは抽象的な死後世界をもつ遺族ほど，臓器提

供がもつポジティブな側面に目を向けやすいといえる。 

 さらに，先の大戦における戦没者遺族を対象にオンライン調査を行い，遺骨が帰還したかどう

かと，死後世界観尺度への回答を求めた。その結果，遺骨が帰還した／していない遺族は上記し

た 5因子において有意差がみられなかった一方で，「故人の霊魂はまだ戦没地にいる」という心

象のみ，未帰還遺族のほうが有意に強いことが見いだされた。 

 以上の結果が明らかにしているのは，大切な故人の死後，とりわけ「霊魂は死後も存続してい

る」という遺族の心象は，故人の遺体を守ろうとする態度と関わっていること，供養という遺族

の行為を促していること，そして，戦没者遺族は，遺体が戦地に放置されている限り，霊魂もま

た郷土に戻ることはできないという心象を抱いていることである。 

死後世界観の機能（目的 3）：大学生を対象とするシナリオ実験，およびオンライン調査の結果

から，病死，自然死など比較的穏やかなかたちで死別した遺族の場合，死後世界は，故人が全う

することのできた人生の「延長」として存在していること，生前故人と親しかった遺族，喪失感

が強い遺族ほど死後世界観も強いことが明らかになった。霊魂の存続や他界のイメージは故人

への思慕がもたらす，という小此木（1979）の指摘が裏づけられた。当初，全うできなかった現

世の「補償」としての死後世界を仮定していたが，夭折した故人と死別した遺族のサンプルサイ

ズが十分でなく，この点は今後の課題として残された。 
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